
第４号様式（第10条関係）
　年　　月　　日

葛飾区長　宛て

住　所　　　　　　　　　　　　　
　申請者　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　
（法人等の場合、団体名及び代表者名）　


葛飾区浸水対応型拠点建築物等普及事業補助金交付申請書


　葛飾区浸水対応型拠点建築物等普及事業補助金交付要綱第10条第１項の規定に基づいて補助金の交付を受けたいので、関係書類を添付して下記のとおり申請します。


記


　１　建築物名称


　２　所在地


３　交付申請額　　　金　　　　　　　　円



　添付書類
　⑴　補助事業建築物別表（様式４－１）
　⑵　要望額根拠（様式４－２）
⑶　全体設計（変更）表（様式１－１）
⑷　案内図
⑸　工事内容説明資料
⑹　補助対象事業内容説明資料
⑺　避難者の受入協定
⑻　通常来館者用（避難者用）備蓄品完備の証明書類
　⑼　その他区長が必要と認めるもの
様式４－１
補助事業建築物別表（交付申請）
	                                            （単位：千円）

	



















	補助事業内容

	
	建築物名称
	

	
	所在地
	

	
	事業施行期間
	年度～　　　年度

	
	敷地面積
	

	
	建築物延べ面積
	

	
	事業完了予定期日
	　　　年　　　月　　　日

	
	補　助　金　の　算　出　方　法

	
	補 助 対 象 事 業 費　(Ａ)
	

	
	補　　　助　　　率　　(Ｂ)
	□自立基準（1/2）　□誘導基準（1/1）

	
	補助基本額　(Ｃ)＝(Ａ)×(Ｂ)
	

	
	控　　　除　　　額　　(Ｄ)
	

	
	補助金額　　(Ｅ)＝(Ｃ)－(Ｄ)
	

	
	摘　　要

	
	例（１） 　補助基本額　　　　　　　　　　○○千円
　　　　　　　　 　自立基準補助基本額　　　　　　○○千円
　　　　　　　　 　誘導基準補助基本額　　　　　　○○千円
　　　例（２-１）全体設計承認額　　　　　　　　○○千円
　　　　　　　　 　内過年度施行済額　　　　　　　○○千円
　　　　　　　　　（○○年○○月○○日付け全体設計承認）
　　　例（２-２）全体設計承認予定額　　　　　　○○千円
　　　　　　　　 　うち本年度施行予定額　　　　　○○千円



（備考）
１　補助金額の算出に当たっては、様式４－２を使用すること。
２　補助金額の算出に当たって自立基準及び誘導基準いずれも該当する場合は、その内訳を摘要欄に例（１）のように記載すること。
３　補助事業が全体設計に係る事業である場合は、摘要欄に例（２－１）～（２－２）のように記載すること。
[bookmark: _GoBack]４　全体設計に係る事業にあってはその承認に係る様式１－１の全体設計表又は全体設計変更表の写しを本表の次に添付すること。

